
令和７年第３回定例会一般質問要旨
◎渡　辺　議　員

１．町内のゴミ収集について
　過去に一度質問した際に、業者や当時の状況では難しいが検討する旨回答が
ありましたが、現在遠軽地区広域での処理が行われているなか、検討していただ
いた結果、今後、本町の収集回数の増加など利便性の向上が期待できるのか伺い
ます。

２．新庁舎建設進捗状況及び現状の建設見込額について
　近隣町村でも施設建設にかかる返済が財政を圧迫している報道等ありますが、
本町の新庁舎建設の進捗状況と現状の建設費、旧庁舎解体など新庁舎建設・移転、
外構など関連する全体的な見込額及び財源の概要と返済計画について伺います。
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◎髙　橋　議　員

１．今後の町の財政について
　今回の定例会において、昨年度の町の決算等の報告があり、健全かつ将来負担
のない町の財政状況であるとのことですが、日々激動する社会情勢のなかで、今
後の町の財政動向についてどのように捉えているのか以下に伺います。

①これまでの継続事業やこれからの新規事業、各種インフラや行政サービスの
　維持整備など現在確定しているであろう行財政のなかで、今後数年先数十年
　先を見据えた各会計及び各種基金の推移についてどのように捉えているのか
　伺います。

②前年度の財政状況・今年度の財政計画だけではなく、前問のような今後数年
　先数十年先の財政計画を、町民が安心して未来の町の財産を予見することが
　できるよう何かしらの見える形で町民に提示するなどの考えをお持ちなのか
　伺います。

③物価や人件費など多くのものの価格が高騰し続けている経済情勢ですが、そ
　れらの要因を加味した今後の町財政を見据えたうえで、公共料金の値上げな
　どを検討すべき行政サービスはあるのか、あるいは営業形態の変更もしくは
　取り止めを考えている行政サービスはあるのか伺います。

④「ふるさと納税」という制度は、町にとって貴重な財源となり得るものですが、
　必ず約束されているものではないのが事実です。今後の町への「ふるさと納税」
　についてどのように捉えているのか伺います。









◎但　木　議　員

１．暑さ対策について
　年々夏の暑さが異常になり、今年の夏は特に“命に関わる危険な暑さ”と何度も耳にしました。町もクーリングシェルター（暑熱避難所）を設け対応をしてきたところですが、気候変動による暑さは今後も予測されることから、以下について伺います。

①公共施設等指定避難所へのクーラー設置について
　町には指定避難所として30ヵ所がありますが、クーリングシェルターとして
　活用したのは町民センターと老人福祉センターだけでした。避難所へのクー
　ラー設置の考えと、中でも学校体育館へは空調設備整備臨時特例交付金（令和15年度まで）を活用して可能なものと考えますが、町の考えを伺います。

②クーラー購入時の助成制度について
　命を守る必需品になりつつあるクーラーの購入時助成制度の実施は急務であり、来年度以降の夏のために今から制度設計に取組む必要があると考えますが、町の考えを伺います。
　　



◎三田議員

１．学校での防災教育について
　地球温暖化により、全世界で異常気象や様々な災害が起こっています。水害、雪害、地震だけでなく、近年は学校敷地への熊の進入や様々な災害について自分の身をどのように守れば良いのか？学校での学習や家庭でも話をしてもらうなど子供から大人への発信も必要かと思います。子供たちへの防災教育について、座学や実習など学習の現状を伺います。

２．鳥獣駆除について
　熊などの駆除については法令が変わり、緊急銃猟での発砲等の判断が市町村で行うことになりました。そのような場合には、人への被害を検討・判断した上で命令になると思いますが、町だけでできることではありません。今後の関係機関との連携・訓練等どのように進めていくのか伺います。
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